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『 流 山 市 史 研 究 』 原 稿 執 筆 要 領  

 

１  原 稿 の 構 成  

  論 文 の 構 成 は 題 目・氏 名・本 文・注・参 考 文 献 の 順 と し ま す 。

研 究 ノ ー ト や そ の 他 の 文 章 は 論 文 の 構 成 に 準 じ ま す 。  

 

２  原 稿 の 様 式  

  様 式 は 、Ａ ４ 判 縦 ２ 段 組 、行 数 ２ ２ 行 、文 字 数 ３ ４ 文 字 と し 、

図 表 を 含 め 完 全 原 稿 に て ご 提 出 く だ さ い 。  

原 稿 を 提 出 す る 際 は 、 電 子 デ ー タ （ M i c r o s o f t  W o r d で 作 成 し

た も の ）と プ リ ン ト ア ウ ト し た も の を 各 １ 部 提 出 し て く だ さ い 。

提 出 さ れ た 原 稿 は 返 却 い た し ま せ ん 。  

 

３  盗 作 の 防 止  

  文 章 は 新 た に 書 き 下 ろ し た も の を 提 出 し て く だ さ い 。 盗 作 等

の 問 題 が 生 じ な い よ う に 、 原 稿 の 区 分 に 関 わ ら ず 、 執 筆 者 の 見

解 と 引 用 文 献 の 内 容 が は っ き り 区 別 で き る よ う 表 現 及 び 表 記 上

の 配 慮 を し て く だ さ い 。  

 

４  数 字 ・ 記 号 の 表 記  

数 字 は 原 則 と し て 漢 数 字 を 使 用 し て く だ さ い 。  

例 ）一 、二 、三 … 一 〇 、一 一 、一 二 … 一 〇 〇 、二 〇 〇 、三 〇 〇  

た だ し 、 資 料 番 号 、 測 量 値 な ど は そ の 限 り で は あ り ま せ ん 。

ま た 、資 料 等 の 引 用 文 中 に あ る も の は 原 表 記 の ま ま と し ま す 。 

c m な ど の 単 位 は 、 縦 中 横 （ 縦 書 き の 文 書 に 半 角 文 字 を 横 並 び

の 状 態 で 組 み 込 む ） で 表 記 し て く だ さ い 。  

横 書 き の 場 合 は 、 算 用 数 字 （ 半 角 ） を 使 用 し て く だ さ い 。  

 

５  年 代 の 表 記  

年 代 を 表 記 す る 場 合 、 そ の 年 号 が 初 め て 出 て き た 時 の み 、 和

暦 の あ と に （  ） で 西 暦 を 補 っ て く だ さ い 。  

 例 ） 昭 和 五 三 年 （ 一 九 七 八 ） に 「 流 山 市 郷 土 資 料 館 」 と し て
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開 館 し 、 昭 和 五 九 年 に 「 流 山 市 立 博 物 館 」 と 改 称 し た 。  

 二 度 目 以 降 は 和 暦 の み の 記 載 と し て く だ さ い 。  

 注 や 参 考 文 献 で は 西 暦 の み の 表 記 に し て く だ さ い 。  

 

６  引 用 の 書 き 方  

  引 用 は 「  」 に よ っ て 示 す こ と と し ま す 。 た だ し 、 引 用 文 が

長 文 に 及 ぶ 場 合 は 、 本 文 よ り 二 文 字 下 げ て 「  」 を 付 さ ず に 記

述 し て く だ さ い 。  

  引 用 し た 場 合 は 、 ど こ か ら の 引 用 な の か 本 文 ま た は 注 で 明 ら

か に し て く だ さ い 。  

例 ） 流 山 市 立 博 物 館 編 『 ふ る さ と 流 山 の あ ゆ み 』 一 〇 頁 に は

「 … … 」 と 記 さ れ て い る 。  

 

７  注 の 書 き 方  

  注 の 番 号 は 算 用 数 字 を 使 い 、（  ）に 囲 ん で く だ さ い 。注 は 必

ず 句 読 点 の 前 に 置 き 、 次 の よ う に 記 し ま す 。  

  例 ） 流 山 市 立 博 物 館 編 『 ふ る さ と 流 山 の あ ゆ み 』 一 〇 頁 に は

「 … … 」 と 記 さ れ て い る （ 1）。  

  注 の 書 式 は 次 の よ う に 記 し ま す 。  

  例 ） 注  

    （ 1）流 山 市 立 博 物 館 編『 ふ る さ と 流 山 の あ ゆ み 』流 山 市

教 育 委 員 会 、 二 〇 一 五 年 。  

  注 は 全 て 文 末 脚 注 に し て く だ さ い 。  

 

８  参 考 文 献  

  引 用 及 び 参 照 し た 文 献 は 全 て 原 稿 の 最 後 に ま と め て 記 し て く

だ さ い 。 参 考 文 献 の 配 列 は 、 和 書 は 著 者 名 の 五 十 音 順 、 洋 書 は

著 者 名 の ア ル フ ァ ベ ッ ト 順 と し 、 同 一 著 者 の も の は 年 代 順 に し

て く だ さ い 。  

参 考 文 献 の 記 し 方 は 次 の 通 り で す 。  

  文 献 の 場 合  

著 者 ま た は 編 者 『 題 名 』 出 版 社 、 発 行 年  
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例 ） 流 山 市 立 博 物 館 編 『 ふ る さ と 流 山 の あ ゆ み 』 流 山 市  

教 育 委 員 会 、 二 〇 一 五 年  

  論 文 の 場 合  

   著 者 「 論 文 名 」『 掲 載 雑 誌 』 号 数 、 発 行 年  

   例 ） 桑 原 護 「 先 土 器 時 代 の 流 山 」『 流 山 市 史 研 究 』 第 一 号 、

一 九 八 三 年  

  ホ ー ム ペ ー ジ の 場 合  

   ホ ー ム ペ ー ジ 名 称 （ U R L） 最 終 確 認 日  

   例 ） 流 山 市 立 博 物 館 ト ッ プ ペ ー ジ

（ h t t p s : / / w w w . c i t y . n a g a r e y a m a . c h i b a . j p / l i f e / 1 0 0 1

7 8 0 / 1 0 0 1 7 8 5 / i n d e x . h t m l） 令 和 四 年 一 月 一 日 確 認  

   な お 、 参 照 ・ 照 会 は 原 稿 受 理 の 段 階 で ア ク セ ス で き る ホ ー

ム ペ ー ジ に 限 り ま す 。  

 

９  写 真 ・ 図 表  

  写 真 及 び 図 表 は 必 要 最 小 限 と し て く だ さ い 。 白 黒 印 刷 で の 掲

載 と な る た め 、 そ の 点 を 考 慮 し て 作 成 し て く だ さ い 。  

  写 真 は 写 真 ご と に 、 図 表 は 図 表 ご と に 通 し 番 号 を つ け 、 そ れ

ぞ れ に タ イ ト ル と 出 典 を つ け て く だ さ い 。  

  転 載 し て 使 用 す る 場 合 は 、 ど こ か ら の 転 載 な の か を 明 ら か に

し て く だ さ い 。 ま た 、 そ の 場 合 は 、 投 稿 者 が 転 載 の 許 諾 な ど の

手 続 き を 完 了 さ せ て く だ さ い 。  

  例 ）  

写 真 1  関 東 ロ ー ム 層 （ 市 野 谷 ）  

（ 流 山 市 立 博 物 館 編 『 ふ る さ と 流 山 の あ ゆ み 』  

流 山 市 教 育 委 員 会 、 2 0 1 5 年 、 4 頁 よ り ）  

 

（ 写 真 ）  
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１ ０  そ の 他  

   文 末 の 表 現 は 原 則 と し て 、「 で す ・ ま す 調 」 で は な く 、「 で

あ る 調 」 を 使 用 し て く だ さ い 。  

   レ イ ア ウ ト ・ 体 裁 に つ い て は 編 集 の 都 合 上 変 更 さ れ る 場 合

が あ り ま す の で 、 流 山 市 立 博 物 館 に 一 任 す る も の と し ま す 。  


